
昭
和
34
年
８
月 

斜
里
郡
清
里
町
出
身
（
59
歳
）

昭
和
50
年
３
月 

古
平
町
立
古
平
中
学
校
卒
業

昭
和
53
年
３
月 

北
海
道
余
市
高
等
学
校
卒
業

昭
和
58
年
３
月 

東
京
電
機
大
学
工
学
部
卒
業

昭
和
58
年
４
月 

㈱
ほ
く
さ
ん
入
社

　
　
　
　
　
　

 

企
画
開
発
本
部
研
究
所
勤
務

昭
和
59
年
４
月 

積
丹
町
役
場
勤
務

　
　
　
　
　
　

 

企
画
係
長
・
水
産
係
長
な
ど
を
歴
任

平
成
17
年
４
月 

農
林
課
長

平
成
17
年
７
月 

商
工
観
光
課
長

平
成
20
年
10
月 

総
務
課
長

平
成
23
年
４
月 

副
町
長
に
就
任
（
１
期
目
）

平
成
27
年
４
月 

副
町
長
に
再
任
（
２
期
目
）

奥
山
副
町
長
略
歴

役場の新しい顔
新規採用職員を紹介します！

　
　
税
務
課
　
主
事
補
　

大お
お
さ
か坂

　
航こ

う

た太

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
日
司
町
出
身 

22
歳
）

　４月１日から税務課に勤

めています。

　釧路の大学を卒業し、

故郷の積丹町で働かせて

いただいています。

　右も左も分からず、至

らぬ点があるとは思います

が、どうぞよろしくお願い

します。

行政相談委員が委嘱されました

TEL 45-6162郷六　憲子さん（野塚町）

　毎日の暮らしの中で、国や役所などで

行っている仕事について困っていること、

納得できないことなどはありませんか。

　行政相談委員は、市町村長の推薦に基づ

き総務大臣が委嘱した民間の人たちで、皆

さんから広く行政に対する苦情や相談を受

け付け、その解決のための助言や関係行

政機関に対する通知などの仕事をしていま

す。

　相談は無料で秘密は厳守しますので、お

気軽にご相談ください。

　平成 31 年４月１日付けで、以下の方が

総務大臣から行政相談委員に委嘱されまし

た。

副
町
長

 

に

　

国
で
は
「
子
供
か
ら
現
役
世
代
、
お
年
寄
り

ま
で
、
す
べ
て
の
世
代
が
安
心
で
き
る
全
世
代

型
社
会
保
障
制
度
改
革
」
を
進
め
る
こ
と
と
し

て
お
り
、
こ
う
し
た
国
の
大
き
な
政
策
転
換
に

対
応
す
る
た
め
に
も
、
基
礎
自
治
体
に
お
い
て

は
、
今
後
よ
り
一
層
、
知
恵
と
行
動
力
を
出
し

合
い
な
が
ら
、
町
の
活
性
化
に
向
け
、
邁
進
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
中
に
お
い
て
、
こ

の
度
、
副
町
長
選
任
の
同
意
を
い
た
だ
き
ま
し

た
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
、
改
め
て
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
と
そ
の
職
責
の
重
さ
を
痛
感
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

私
自
身
も
と
よ
り
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、
松
井
町
政
の
目
指
し
ま
す
「
行
政
と
町
民

の
皆
さ
ん
が
、
共
に
考
え
共
に
行
動
す
る
協
働

の
町
づ
く
り
」
の
目
標
に
向
け
、
松
井
町
長
の

補
佐
役
と
し
て
、
職
員
と
共
に
日
々
の
研
鑽
を

怠
り
な
く
自
ら
の
向
上
心
を
高
め
、
積
丹
町
民

の
た
め
積
丹
町
発
展
の
た
め
、
奮
励
努
力
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様

方
の
引
き
続
き
の
ご
指
導
と
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

【
ご 

挨 
拶
】

奥 

山  

均 

氏 

再
任
（
３
期
目
）

～ 

第
１
回
定
例
議
会
で
の
選
任
同
意
を
経
て
４
月
11
日
就
任 

～
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（
平
成
31
年
４
月
１
日
現
在
）

※（ ）は兼務・併任

町
職
員
の
配
置
を
紹
介
し
ま
す

出納室

総務課

企画課

税務課

住民福祉課

地域包括支

援センター

商工観光課

農林水産課

建設課

びくに保育所

みなと保育所

国民健康保

険診療所

会計管理者

白 濱 孝 俊

澤 田　　哲
後志広域連合派遣

畑 谷 順 治
支所長事務取扱

（澤 田　　哲）

赤 石　　孝

下 山 り な
山 口 靖 二

成 田 尊 子

加 藤 宏 和
的 場 律 子

尾 本　　淳

澤 田 隆 之

木 村 昭 人

吉 田 眞 治
坂 野 武 彦

鎌田 千賀雄
天 満 英 一

岩 間 雅 紀
木 田 光 昭

高 野 晴 美

福 田 将 人
熊 谷 卓 思
松浦 あかり

古川 美津子 加藤 はる子

山 崎 英 幸 杉 野 信 一
長谷川　 訓

大 坂 航 太

下 山 達 也

工 藤 紀 子
原　　尚 美
藤木 和歌子
佐 藤　　理
中 村 倫 子

（山 崎 美 穂）
野村 こづえ
後 藤 沙 耶
入江 美紀子
佐々木 秀徳
坂 野 宏 行

高齢者生産活動支援員

横 山　　誉

藤 木 幸 子

能代谷 仁美

所長

（下 山 達 也）（原　　尚 美）

石 岡 公 淑
山 崎 美 穂

（入江 美紀子）
東 出 卓 也

松 谷 太 志 大地 奈津子 小 場 大 希
産業振興支援員

竹 内 崇 豊 鎌 田 承 平

施設長

（松 谷 太 志） 菊 谷 祐 二

藤丸 利架子 佐 藤 秀 樹
杉 野 千 春 北 島 絹 子
池 田　　史 荻 野　　衛
立 島 文 加 竹 谷 歩 美
山 田 正 明 細 矢　　明
能代谷 教雄 藤 田 昌 子
上山 津奈子

加 藤 浩 文
平 畠 恵 治

（梶 浦 正 寛）
槙 野 弘 樹

高 橋 野 亜

入 賀 啓 吾

集落支援員

水 鳥 純 雄
体験型観光農業業務支援員

鶴 田 恵 利
環境生態系保全技術アドバイザー

河 村　　博
安 宅 紀 博 福 田 絵 梨

上 田 玄 洋
石 田 弘 美
船 田 健 三
古 川 賢 一

佐 藤 善 紀 佐々木 ひかる

所長

石田 由紀子
嶋 田 真 希
野 宮 香 織

（藤 村　　崇）

馬 場 晶 子
船田 やよい
江刺家 日和

眞酒谷 華奈
阿 部 有 華

所長（石田由紀子）

所長（石田由紀子）

菊谷 奈津美 戸 松 紀 子

藤 村　　崇 野 澤 千 尋

所長・嘱託医師

髙橋　壮之祐
事務局長

小 澤 俊 一

事務係長事務取扱

（小 澤 俊 一）
佐藤 しほり

船 田 美 子

遠 藤 明 美

福 井 知 子

学校教育課

生涯学習課

西 川　　源
主査事務取扱

（西 川　　源）
阿 部　　剛

金 子 昌 弘

特別支援教育支援員

植 松　　勉 嶋 田 耕 司
特別支援教育支援員

加 藤 明 弘
土 屋 重 孝
山 田 千 恵

入 江 一 寿
郷 六 昌 子

（西 川　　源）（成 田 守 寿）
社会教育主事・体育専門員

丹 場 康 雄
（阿 部　　剛）
成 田 友 亮

生涯学習推進アドバイザー

山 本 光 廣

所長（西川　源）

所長（西川　源）

社会教育主事・体育専門員 （阿 部　　剛）
（成 田 友 亮）（丹 場 康 雄）

成 田 守 寿

事務局長

長谷川 優史
庶務兼議事

播 磨 美 代

事務局長

（長谷川 優史）（播 磨 美 代）

書記長

（澤 田　　哲）
書記（赤石 　孝）
（下山 りな）

書記 （加 藤 宏 和）

事務局長

（加 藤 浩 文）
庶務兼農地兼振興計画

梶 浦 正 寛

職
務
級
別
職
員
数

特　別　職

課　長　等

総 括 主 査

主査・係長

課　　　員

再任用職員

嘱 託 職 員

臨時・パート

３

13

18

４

25

２

７

46

職員計60人
（特別職除く）

総計115人
（特別職除く）

総括主査・係長課　名 課　長　等 主　　査 課　　　員 嘱託職員・臨時職員

余別支所

産業交流雇用

推進対策施設

入舸支所

子育て支援
センター

Ｂ＆Ｇ海洋
センター

学校給食
センター

積丹町
議会事務局

積丹町監査
委員事務局

積丹町選挙
管理委員会

積丹町
農業委員会

主　　　任

主　　　任

主　　　事

主　事　補

主　事　補

主任保健師

主任保健師

保　健　師

准 看 護 師

主　事　補
主任・再任用

主任技師・介護福祉士

主任保健師

准 看 護 師

技師・社会福祉士

主　事　補

主任・再任用

主　　　任

主　事　補

技　師　補

主任保育士

主任保育士

主任保育士

主任保育士

主任保育士

主任看護師

主任看護師

主 任 技 師

主　　　任

社会教育主事・
文化財保護主事

主　　　事

主　　　事
文化財保護主事
社会教育主事・

町長　松　井　秀　紀 副町長　奥　山　　均

教育長　十　河　昌　寛

【積丹町】

【積丹町教育委員会】

【議会・その他の行政委員会等】
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まち の 日記帳

　びくに保育所入所式が１日に、みなと保育所入所式
が２日にそれぞれ行われ、　計 30 人の園児が保育所で
の新しい生活をスタートさせました。
　お父さん、お母さんに付き添われ、たくさんのお友
だちが待つ保育所へ元気に登園した園児たち。式典で
は、石田保育所長のお話や先生たちの紹介を一生懸命
に聞き、園児の紹介が行われると、「ハイ！」と元気
よく返事をしていました。
　出席されたお父さん、お母さんは、かわいいわが子
の成長ぶりに顔をほころばせ、温かい雰囲気での入所
式となりました。

　札幌市とその近郊に住む積丹町出身者で構成される
ふるさと積丹の応援団、札幌しゃこたん会（大平源一
会長・会員 60 名）の総会が札幌市内のホテルで開か
れました。
　総会では大平会長のあいさつに続き、松井町長が町
の近況と日頃の“ふるさと積丹”への応援に感謝を述
べました。
　総会後の交流会では、同郷の仲間と思い出話に花を
咲かせました。また、カラオケや積丹町の特産品が当
たる抽選会なども行われ、同郷の仲間たちとの再会を
約束していました。

　㈱積丹観光振興公社（杉山覺代表取締役）が運航する
水中展望船「ニューしゃこたん号」の安全祈願祭が行わ
れ、同社社員と町内関係団体長など24名が玉串を捧げ４
月13日から始まる運航の無事故を祈りました。
　杉山代表取締役はあいさつの中で、「いよいよ観光
シーズンの幕開けとなります。昨年12月に高速道路余市
インターが開通し、たくさんの方が訪れると期待してい
ます。行政や町内の観光業者の皆さんと力を合わせ、お
客様の満足を得るために何が出来るかを模索し、安全航
行を第一に頑張っていきたい。」と述べ、出席者ととも
に今シーズンの集客の増大に期待を込めていました。

今シーズンの安全運航を願って
　水中展望船「安全祈願祭」

  4
    １0

“ふるさと応援団”が集う
　札幌しゃこたん会総会

  ４
     ５

新しい１年に期待膨らむ
　びくに・みなと保育所入所式

 4
　　 ２

 4
　　 1

びくに保育所

みなと保育所
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